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責任者・山﨑恒雄
編纂人・小手川勲

4
月
20
日
㈮
夜
、
熊
本

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
同

窓
生
・
来
賓
・
教
職
員
な
ど

約
６
０
０
人
余
り
が
集
い

「
２
０
１
８
九
州
学
院
大

同
窓
会
定
期
総
会
・
懇
親

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
29
年

度
活
動
報
告
、
同
決
算
報

告
、
平
成
30
年
度
活
動
計

画
、
同
予
算
案
な
ど
の
審

議
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
二
年
毎
の

役
員
改
選
の
年
に
当
り
、

山
﨑
会
長
の
続
投
と
そ
の

他
の
役
員
が
下
欄
の
通
り

決
ま
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
物
故
者
や

熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
で

心
を
痛
め
る
方
々
を
お
ぼ

え
て
小
副
川
幸
孝
チ
ャ
プ

レ
ン
に
よ
る
特
別
の
祈
り

で
始
ま
り
ま
し
た
。
山
崎

恒
雄
同
窓
会
会
長
（
Ｓ
21

回
）、
高
橋
正
之
助
大
同

窓
会
実
行
委
員
長
（
Ｓ
25

回
）、
阿
部
英
樹
院
長
（
Ｓ

28
回
）
の
挨
拶
に
続
き
、

九
州
学
院
中
高
チ
ア
ダ
ン

ス
部
が
会
場
を
盛
り
上
げ

る
恒
例
の
演
技
を
披
露
し

ま
し
た
。

乾
杯
の
後
懇
親
会
へ
と

移
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
来

賓
、
同
窓
会
新
役
員
、
九

州
学
院
創
立
百
十
周
年
震

災
復
興
特
別
募
金
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
、
祭

九
学
会
役
員
、
同
窓
会
若

手
の
会
役
員
紹
介
と
ア

ピ
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
か
ら
豪
華
景

品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽

選
会
を
再
開
し
た
こ
と
か

ら
終
始
和
気
藹
々
と
し
た

ム
ー
ド
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
は
再
会
を
喜
び
合
い
、

学
生
時
代
の
思
い
出
話
や

近
況
を
語
り
合
う
参
加
者

た
ち
の
歓
喜
の
声
で
溢
れ

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
一

同
声
高
ら
か
に
校
歌
を
斉

唱
し
、
万
歳
三
唱
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

新
会
長
挨
拶

森
本
剛
志
氏

本
年
度
、
第
６
代
若
手

の
会
会
長
に
就
任
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し

た
チ
ャ
ペ
ル
で
の
同
窓
生

新
成
人
を
招
い
て
の
成
人

式
を
メ
イ
ン
活
動
と
し
、本

年
度
は
九
州
学
院
オ
リ
ジ

ナ
ル
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
事
業

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

若
手
の
会
活
動
を
通
じ

て
母
校
九
州
学
院
の
魅
力

を
発
信
す
る
と
同
時
に
よ

り
多
く
の
若
手
に
同
窓
会

の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
一
年
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

副
会
長 

泉
幸
一
朗（
Ｓ
47
回
）

 

緒
方
邦
也（
Ｓ
47
回
）

 

漆
野
和
也（
Ｓ
48
回
）

事
務
局
長 

井　

雅
之（
Ｓ
47
回
）

前
会
長
挨
拶

宮
﨑
靖
士
氏（
Ｓ
46
回
）

先
輩
達
か
ら
引
き
継
い

だ
事
を
後
輩
達
に
伝
え
て

い
く
の
が
僕
の
役
目
で
し

た
！
同
窓
会
若
手
の
会
を

引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

若
手
の
会
　
活
動
さ
か
ん
に

ー
森
本
新
会
長
が
牽
引（
Ｓ
47
回
）ー

2018年度  九州学院同窓会役員
顧　問
　松村　敏人（Ｓ６回）
　土山　研三（Ｓ８回）

　内村　公春（前院長）
　阿部　英樹（Ｓ28回）

相談役
　淺川　牧夫（Ｓ12回）
　岡嶋　勇治（Ｓ14回）

　堤　　公一（Ｓ18回）
　緒方　　徹（Ｓ18回）

会　長　山﨑　恒雄（Ｓ21回）
副会長
　川本　俊六（Ｓ23回）
　小手川　勲（Ｓ24回）
　廣島　秀二（Ｓ26回）

　三浦　陽二（Ｓ28回）
　坂田　和洋（Ｓ31回）
　橋口　武弘（Ｓ35回）

監査役
　内田　敏視（Ｓ16回）
　高野　正晴（Ｓ23回）

　木村　昭彦（Ｓ28回）

事務局長 会員委員長
　杉本　素一（Ｓ39回） 　吉永　彰一（Ｓ36回）

育英奨学委員長 広報委員長（兼務）
　青山　正志（Ｓ30回） 　小手川　勲（Ｓ24回）

企画委員長 若手の会会長
　松永　修尚（Ｓ34回） 　森本　剛志（Ｓ47回）

■
４
月
◦
入
学
式
に
会
長

出
席
◦
第
５
回
実
行
委
員

会「
０
・
５
の
つ
く
回
」◦
九

州
学
院
大
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会

■
５
月
◦
奨
学
金
授
与
式

◦
育
友
会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）総
会

で
10
年
会
費
に
つ
い
て
依
頼

◦
常
任
幹
事
会

■
６
月
◦
同
窓
会
新
聞
発

行
◦
役
員
会
、実
行
委
員
会

「
０
・
５
の
つ
く
回
」反
省
会

■
９
月
◦
常
任
幹
事
会

■
10
月
◦
奨
学
生
・
給
費

生
を
励
ま
す
会
◦
高
校
３

年
役
員
に
10
年
会
費
に
つ

い
て
依
頼

■
11
月
◦
常
任
幹
事
会

◦「
九
学
通
信
」に「
同
窓

会
だ
よ
り
」
を
記
載

■
12
月
◦
実
行
委
員
会

「
１
・
６
の
つ
く
回
」

■
１
月
◦
若
手
の
会
成
人

式
◦
実
行
委
員
会
「
１
・

６
の
つ
く
回
」

■
２
月
◦
「
九
学
通
信
」

に
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
を

記
載
◦
常
任
幹
事
会
◦
実

行
委
員
会「
１
・
６
の
つ
く

回
」
◦
平
成
30
年
度
高
校

卒
業
生
（
Ｓ
71
回
）
に
若

手
の
会
主
催
成
人
式
の
紹

介
◦
新
卒
業
生
ク
ラ
ス
幹

事
と
の
懇
親
昼
食
会

■
３
月
◦
高
校
卒
業
式
に

会
長
出
席
、
新
卒
業
生
に

記
念
品
贈
呈
◦
高
校
卒
業

式
に
Ｓ
21
回（
卒
業
50
年
）

と
Ｓ
41
回
（
卒
業
30
年
）

を
学
院
か
ら
招
待
◦
中
学

卒
業
式
に
会
長
出
席
、
新

卒
業
生
に
記
念
品
贈
呈

◦
実
行
委
員
会「
１
・
６
の

つ
く
回
」、
常
任
幹
事
会

※
正
副
会
長
会
、
拡
大
正

副
会
長
会
は
、
適
宜
開

催
の
予
定

２
０
１
８
同
窓
会
活
動
計
画

2018大同窓会総会・懇親会を開催
〜同窓会設立101年の新たなスタートに約600人〜

九州学院同窓会会長
山﨑 恒雄（S21回）

熊本地震から2年を経過しました。本年
度は同窓会役員改選があり、引き続き会長
の大役を仰せつかることになり、身の引き
締まる思いです。さて、九州学院創立110
周年を4年後に控え、「震災復興募金」が今

年から4ヶ年計画でスタートしました。2号館、4号館は校舎建替
補助金を差し引いても約12億円。体育館の天井張替は1億2千万
円強かかるそうです。今回の募金目標額は、これらの校舎改築や修
復の財源の一部に充てるためのもので、募金目標額1億2千万円と
し、そのうちの7千万円を同窓会が担うということになりました。

その他は、在職中の職員の方々や、育友会、経済交流会や九州学
院の取り引き先、教会関係その他の友好団体で賄うことになりま
す。九州学院と連携して総力を挙げて取り組むことになっています。

第1回目の趣意書配布から今日までにいち早く反応があってい
ます。現在のところ同窓会の募金入金実績は約1500万円で、まだ
まだですが、これは4年間継続するわけですから、これから何度も呼
びかけていくことになります。趣旨をご理解いただきまして、ご協力
よろしくお願い申し上げます。

話は変わりまして、全国各地の支部活動も活発に行われており、
この上ない喜びです。各支部から同窓会本部に総会のご案内を
頂き、できる限り学校と本部役員がうかがわせていただき、振興を
図っています。全国の同窓会会員の皆様方とともに母校九州学院
の更なる発展を祈念したいと思います。

春
の
叙
勲

▪ 

旭
日
双
光
章

堤
　
公
一
氏
（
Ｓ
18
回
）

熊
本
県
菓
子
工
業
組

合
理
事
長
・
全
国
副

理
事
長
と
し
て
菓
子
文

化
の
継
承
に
尽
力
。

一
級
技
能
士
と
マ
イ
ス

タ
ー
の
称
号
も
獲
得
。

'18
祭
九
学
会

秋
に
向
け
て
始
動

今
年
の
祭
九
学
会
は

Ｓ
46
回
が
担
当
学
年
と

な
り
、
秋
の
例
大
祭
に
向

け
て
の
準
備
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
大
同
窓
会
時

に
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
開
始

し
、
役
員
が
各
地
の
同
窓

会
な
ど
に
も
参
加
し
、
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
役
員
〉

会　

長 

日
野
正
人

副
会
長 

山
口
和
也

 

宮
崎
靖
士

事
務
局
長 

益
田
宏
憲

※
各
委
員
会
（
会
員
・
育

英
奨
学
・
企
画
・
広
報
）

は
、
適
宜
開
催
の
予
定

※
各
地
域
支
部
の
総
会
に

は
、
例
年
ど
お
り
学
校

の
教
職
員
と
と
も
に
同

窓
会
役
員
が
出
席
の
予

定

九州学院創立110周年

震災復興募金にご協力を

3月に竣工した中学校校舎（4号館）を総合体育館から望む

ご寄付を頂いた方は御芳名のみを「銘板」に掲載致します。

九学会S46回実行委員会
（090-3606-6143）

◉ バスタオル

◉ マフラータオル

◉ 扇子

◉ 九學ラーメン

　などもご用意しております。
Ｔシャツ（えんじ・青2色） トートバッグ

オリジナルグッズ販売のご案内
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プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
戦
で

見
事
一
回
Ｋ
Ｏ

堤　

聖
也
氏（
Ｓ
66
回
）

九
州
学
院
か
ら
平
成
国

際
大
を
経
て
ボ
ク
シ
ン
グ

の
ワ
タ
ナ
ベ
ジ
ム
入
り
し

た
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級
の

堤
聖
也
選
手
（
Ｓ
66
回
）

が
、
3
月
27
日
、
東
京
・

後
楽
園
ホ
ー
ル
で
6
回
戦

で
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
堤
選
手
は
試
合
開
始

早
々
に
ア
ロ
ン
コ
ー
ン
・

ガ
イ
シ
ー
（
23
＝
タ
イ
）

か
ら
左
ボ
デ
ィ
ー
で
ダ
ウ

ン
を
奪
い
、
テ
ン
カ
ウ
ン

ト
を
聞
か
せ
て
1
回
1
分

31
秒
で
Ｋ
Ｏ
勝
ち
し
ま
し

た
。「来

年
の
今
頃
は
ど
こ

か
の
タ
イ
ト
ル
に
食
い
込

め
る
よ
う
に
、
こ
の
１
年

を
大
事
に
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
ガ
ー

ル
ズ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

鈴
木
み
の
り
氏（
Ｊ
64
回
）

２
０
１
５
年
か
ら
「
ロ

ア
ッ
ソ
熊
本
応
援
女
子
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
、
九
学
Ｏ
Ｇ

の
鈴
木
み
の
り
さ
ん
（
Ｊ

64
回
）
は
、
昨
年
末
に
同

役
を
卒
業
し
、
3
月
1

日
に
「
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

　

ガ
ー
ル
ズ
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」に
就
任
し
ま
し
た
。

2
月
か
ら
は
㈱
ノ
ー

リ
ー
ズ
ン
に
所
属
し
、
芸

名
も
『
実
紀
』
に
改
名
し

て
新
た
な
道
を
歩
み
始

3
月
1
日
㈭
、
本
学

院
高
校
Ｓ
70
回
の
卒
業

高
校
卒
業
式
に
同
窓
生
も
列
席

〜
卒
業
50
年（
Ｓ
20
回
）、30
年（
Ｓ
40
回
）の
有
志
〜

証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ

３
３
５
名
が
学
び
舎
を
巣

立
ち
、
新
た
に
同
窓
会
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

卒
業
式
に
は
毎
年
卒

業
50
年
と
30
年
の
同
窓

生
が
学
校
か
ら
招
か
れ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
Ｓ
20

回
（
50
年
）
の
卒
業
生
22

名
と
Ｓ
40
回
（
30
年
）
卒

業
生
4
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
式
の
後
は
会
議
室
で

さ
さ
や
か
な
食
事
を
し
な

が
ら
、
学
院
時
代
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。
来
年
は
Ｓ
21
回

と
Ｓ
41
回
の
卒
業
生
が
招

待
さ
れ
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

新
卒
代
表
と
同
窓
会

役
員
が
懇
親
会

2
月
26
日
㈪
、
高
校
3

年
生
の
卒
業
式
前
の
最
終

登
校
日
の
お
昼
休
み
、
恒

例
の
同
窓
会
主
催
の
「
新

卒
業
生
ク
ラ
ス
代
表
と
同

「拉致被害者 松木薫氏（S24回）の救出を」
九学OBで拉致被害者の松木薫氏（S24

回）が、6月13日に満65歳の誕生日を

迎えます。毎年、この日が近づくと家族

や「救う会熊本」、熊本県拉致議連など

が同市の繁華街で奪還を呼びかける署

名活動を行っています。姉の斎藤文代さ

んは「国民、県民の皆さまの声が全員救

出へ大きな力になる」と訴えています。

松木氏は1972年、京都外大大学院１年生時にスペイン留

学中、小旅行先のオーストリアで石岡亨さんらと消息を絶

ち、1980年に一通の手紙から北朝鮮にいることが判明しま

した。事件には1970年の日航機「よど号」ハイジャックで

北朝鮮に亡命した赤軍派メンバーらが関したと思われていま

す。2002年に警察庁が拉致被害者と認定の後、北朝鮮から

遺骨が日本政府へ引き渡されましたが、鑑定の結果別人の物

と断定されています。

現在は姉の斎藤文代さんの他東京在住の弟の松木信宏氏

（S43回）も拉致被害家族会（飯塚繁雄代表）のメンバーに

加わり救出活動を行っていますが、未だに解決に至っていま

せん。同窓の皆様のご協力を宜しくお願い致します。

書道紙の「エコ再生振興会」
にご協力を

池田光希氏（S37回）

書家の池田光希氏（S37回）は、横浜で多くの弟子を育てなが
ら、自身も制作活動に勤しむ一方、書道紙のリサイクルプロジェク
トを司る「エコ再生振興会」の事務局長として奔走しています。

同振興会は2011年に、使用済みの書道紙（反古紙）が廃棄しか
されていない現状を憂いた書道関係者らによって立ち上げられまし
た。墨抜きの技術も進化して反古紙が上質の書道紙に再生出来る
ようになった現在、小中学校を中心に徐々に全国に広がりつつあ
ります。
「私を育ててくれた書道に恩返しをしたい。全てのリサイクルが

活用（リユース）によって確立することを、教育の現場で受け入れら
れてきて、更に学校内の書道紙ゴミゼロ達成で、循環のシステムを
子供たちは体感してくれています。また、限りある地球環境にも貢献
できる。」と池田氏は熱く語っています。同窓の特に書道愛好家、教
職の方々のご協力を是非宜しくお願い致します。
＊反古紙の回収法などについてのお問い合わせは池田氏（045－

314－3005）まで!!
なお、池田氏は昨年9月21

日、国連が定めた「世界平和の
日」に横浜から招聘され、熊本
護国神社で大画仙紙への席上
パフォーマンスで「鎮魂」「肥後
安泰」という文字を書し、戦争や
熊本地震で亡くなられた方々の
御霊に捧げ世界平和を祈願し
たことでも知られています。

5
月
14
日
㈪
、
1
号
館

会
議
室
に
お
い
て
九
州
学

院
同
窓
会
育
英
奨
学
委
員

会
に
よ
る
今
年
度
奨
学
生

に
対
す
る
奨
学
金
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
同
窓
会
が

１
９
８
１
年
の
創
立
70
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
１
９
８
３
年
か
ら
始

め
た
も
の
で
す
が
、
4
年

前
か
ら
「
九
州
学
院
ナ
ル

ド
の
壺
基
金
」
に
組
み
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
中
高
に
在
籍

す
る
奨
学
生
Ａ
有
資
格
者

の
中
か
ら
特
に
優
秀
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
生
徒
に

対
し
て
奨
学
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
育
英
奨
学
金

支
給
対
象
者
は
新
入
生
を

含
め
て
中
学
生
4
人
、
高

校
生
3
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
。授

与
式
で
は
阿
部
院
長

･

校
長
と
廣
島
同
窓
会
副

会
長
が
激
励
の
言
葉
を
述

べ
、奨
学
生
一
人
一
人
に
奨

学
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

奨
学
金
授
与
式

窓
会
役
員
の
懇
親
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
の
世
話
係
に
選

ば
れ
た
各
組
2
名
（
9
ク

ラ
ス
）
計
18
名
と
、
同
窓

会
の
役
員
、
学
院
長
、
高

校
3
年
の
担
任
な
ど
50
名

以
上
が
会
議
室
に
集
ま

り
、
同
窓
会
が
準
備
し
た

弁
当
を
食
し
な
が
ら
和
や

か
に
談
笑
し
ま
し
た
。
今

後
、
新
役
員
と
し
て
協
力

し
て
も
ら
う
こ
と
を
大
い

に
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

同
窓
会
が
卒
業
生

全
員
に
記
念
品

同
窓
会
で
は
以
前
か
ら

九
学
中
、
九
学
高
を
卒
業

す
る
生
徒
全
員
に
毎
年
お

祝
い
の
記
念
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
の
習
わ
し

で
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
物

が
贈
ら
れ
て
来
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
は
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
し
た
皮
、
金
属

で
造
ら
れ
た
秀
逸
品
で
、

卒
業
生
に
も
気
に
入
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

１
９
６
４
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
の
軌
跡
を
た
ど
る
Ｔ

Ｖ
番
組『
聖
火
の
キ
セ
キ
』

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ-

１
）
の

熊
本
編
が
６
月
２
日
に
放

送
さ
れ
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

役
を
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
の
メ
ダ
リ
ス
ト
末
續

慎
吾
氏
（
Ｓ
51
回
）
が
務

め
ま
し
た
。
番
組
に
は
当

時
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
熊
本
県
庁
（
当

時
）
付
近
を
走
っ
た
三
村

勲
氏
（
Ｓ
18
回
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
）
と
川
島
弘
範

氏
（
Ｓ
15
回
・
野
球
部
） 

の
同
窓
生
二
人
も
登
場
し

ま
し
た
。
ト
ー
チ
が
展
示

し
て
あ
る
九
州
学
院
１
０

０
周
年
記
念
歴
史
資
料
・

情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
当
時

の
貴
重
な
写

真
な
ど
を
交

え
て
歓
談
し

た
後
、
後
輩

か
ら
先
輩
に

ト
ー
チ
を
受

け
渡
し
た
思

い
出
の
中
継

ポ
イ
ン
ト
に

移
動
し
当
時

の
様
子
を
再

現
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し

た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
聖
火
の
キ
セ
キ
」に
出
演

川
島
氏（
Ｓ
15
回
） 

三
村
氏（
Ｓ
18
回
） 

末
續
氏（
Ｓ
51
回
）

め
、
現
在
は
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

の
も
の
ま
ね
で
有
名
な

ジ
ャ
ガ
ー
ズ
さ
ん
と
、
毎

週
水
曜
日
19
時
よ
り
配
信

番
組
の
ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
ｒ
ｏ
ｏ

ｍ
で
『
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
・
実

紀
の
水
曜
日
は
急
Ｊ
昇
』

に
出
演
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、『
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ

Ｅ
』と
い
う
映
画
に
出
演
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
大
い

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
学
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

フ
ェ
ス
で
熱
唱

清
永
雅
也
氏（
Ｓ
62
回
）

６
月
18
日
㈪
、
熊
本
県

立
劇
場
に
於
い
て
九
州
学

院
主
催
の
「
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
は
み
ど
り
幼
稚
園
児
や

九
州
学
院
の
中
高
生
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
あ

り
、
第
二
部
で
Ｏ
Ｂ
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

清
永
雅
也
氏
（
Ｓ
62
回
）

が
作
詞
作
曲
し
た
「
熊

本
に
桜
が
三
度
咲
く
時
」

（
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
現

在
配
信
中
）
な
ど
十
数
曲

を
披
露
し
ま
し
た
。

各
地
の
同
窓
会
の
お
知
ら
せ

東
京
九
学
会

　

日　

時　

6
月
30
日
㈯
17
時
〜

　

場　

所　

学
士
会
館
（
神
保
町
）

　

連
絡
先　

高
森
事
務
局
長

　
　
　
　
　

０
９
０

・

５
７
９
２

・

０
１
０
０

関
西
九
学
会

　

日　

時　

7
月
14
日
㈯
16
時
半
〜

　

場　

所　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
大
阪
（
淀
屋
橋
）

　

連
絡
先　

安
藤
事
務
局
長

　
　
　
　
　

０
９
０

・

４
４
９
４

・

５
１
３
１

八
代
九
学
会

　

日　

時　

7
月
7
日
㈯
受
付
18
時
〜

　

場　

所　

金
波
楼
（
日
奈
久
）

　

連
絡
先　

緒
方
事
務
局
長

　
　
　
　
　

０
９
６
５

・３
２

・３
１
２
０

荒
玉
支
部

　

日　

時　

6
月
30
日
㈯
18
時
半
〜

　

場　

所　

つ
か
さ
の
湯
（
玉
名
）

　

連
絡
先　

大
柿
事
務
局
長

　
　
　
　
　

０
９
６
８

・

８
４

・

３
８
８
０

２
０
１
６
年
熊
本
地
震

を
受
け
て
予
定
し
て
い
た

全
国
リ
リ
ー
ス
を
取
り
下

げ
、
手
売
り
に
変
更
し
多

額
の
支
援
金
を
集
め
て
寄

付
を
し
ま
し
た
。
現
在
は

東
京
、
熊
本
で
定
期
的
に

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
10

月
6
日
に
は
県
立
劇
場
演

劇
ホ
ー
ル
で
ワ
ン
マ
ン

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
声
援
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

シリーズ

羽
ば
た
く
同
窓
生

写真左から、川島氏、末續氏、三村氏


